
５．東日本大震災復興支援

＊震災直後の支援活動

・東日本大震災義援金集め、寄付活動

・パシイワ各国からの贈答品の受領・配布

・バザーでの支援活動：被災地応援販売

＊東日本大震災復興支援プロジェクトに参加
（壊滅的被害をうけた生産者をオーナー制度を通して支援するプロジェクト）

・うらと海の子再生プロジェクト

・三陸牡蠣復興支援プロジェクト

・栃木を食べようがんばろう東日本プロジェクト

＊支援継続方法を模索

・農村と都市の女性の協力・連携（CSW56)



東日本大震災義援金集め、寄付活動

＊日本パシイワでは、東日本大震災義援金を集め、寄付。
・あしなが育英会の遺児への一時金・奨学金に。
・パシイワの事務所が在る杉並区が南相馬市と「災害時相互援助協定」

を締結しており、同市の被災者支援をしているので、杉並区を通して
南相馬市へ寄付

・プランジャパンへの活動支援



パシイワ各国からの支援品の受領・配布

Warm rugs from PPSEAWA Australia,
Two joint packages arrived at Backes’ 
from Mary Cabrera with a message,
saying: 

Following the tsunami in Banda 
Aceh we made a commitment to 

stockpile quilts/rugs as an ongoing 
project, to assist those who 

have been affected by natural 
disasters.



気仙沼市唐桑町の仮設住宅に住む高齢者の方々に
オーストラリア会員の手作りのラグを届けた。



うらと海の子再生プロジェクト情報
（ http://www.urato-uminoko.jp/ ）

【お知らせ】支援者様数、お申込み口数
只今お申込みを頂いている支援者様数は、
お申込み者数：10,500人
お申込み口数：16,500口 （6月10日時点）

うらと海の子再生プロジェクト事務局
H23.6.10

5月11日時点

うらと海の子再生プロジェク
ト



７．連携活動：

１）国際婦人年連絡会：３６団体、８部会；「政策方針参
画」「労働」「家族・福祉」、「教育・マスメデイア」、「環
境」、「平和」、「憲法」「国際・開発」：

“男女共同参画社会の実現」「平和の維持」などの

目的で各部会で学習を続け、政府・関係機関に要
望。

国際活動は、主に国連関係で、人権委員会や国連
第三委員会、CSWなどの文書を翻訳して配布・
CSWに参加など。


